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篠原一男（ 1925 – 2006 ）の東京をモデルとした「超大数集合都市」は筆者が実感している
都市の魅力と現状が語られている。これをヒントに本論では作品論への転換を試みる。都市の










る《Tokyo - skin no.1》《Tokyo - skin no.2》を制作した。 
 次に作品の大きな転換期を経て第４章へ移り変わる。地図に書かれた都市名を作品の構成要



















































ングの意味とその意義について検証している。それが《Cities & Names 1990》《Cities & 
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出す機縁となった。 
 本審査時においてはいくつかの質問が投げかけられた。主査と副査の理解が及ばなかったことが、
金子にとって「地図」の持つ意味であった。また、制作においても地図の利用法についてはいくつ
かの質問があがった。具体的には、地図のスケールや使用する地図の範囲などであった。またアル
ミ板という重量のある金属板に刻印することの意味、刻印することにより自然に生じる板の反りな
ど金属を使って「都市」を表現することの特性について、素材そのものについてもまだ語るべき点
があるのではないかという意見もあった。さらには「解体された地図」を「再構築」することが「都
市の肖像」を求めることになるのか、という根本的な疑問もあがった。具体的なイメージが作品に
見えてくるものではなく、抽象的なイメージが沸き上がってくる表現のほうが求めている都市像に
近いのではないかというアドバイスも寄せられた。 
 他にも様々な質疑応答がなされたが、つまるところ、日々変貌を遂げている都市を「肖像」とし
て捉えて作品化するには、金子が論文で述べているように、常に都市の姿を追い求めながら手を動
かすしか他に手段はないのだと思われる。金子はそれに対峙する鋭い感受性と思考力、形にするた
めの探究心、そして作品として成立させる力を身につけたものと評価され、博士号を授与されるに
相応しいと判断された。 
 
（木下京子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
